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全国医療従事者サーフィン大会（徳島）

・2025年11月2日（日）、3日
（祝）
・生見海岸（東洋町）

＞徳島県病院局
徳島県立海部病院
美波病院、 海南病院

（⇒https://tph.pref.tokushima.
lg.jp/kaifu/recruitment/72438
77/7243888/）



新興・再興感染症として注意を

※つつが虫病：北海道以外の全国、年間約400例
⇒https://www.pref.tokushima.lg.jp/ippannokata/kenko/kansensho/7239747/

（徳島県）



日本紅斑熱

•マダニ媒介性のリケッチア症（Rickettsia japonica）

• 1984年に記載（徳島県阿南市、馬原文彦）

•屋外の植生に潜む

•西日本から東日本までみられ、増加（年間約400例）

•潜伏期間：2～8日

•重篤感があり、DIC、多臓器不全、死亡に至ることがある
（4.1%）

• 4類感染症になる



内科：100年のあゆみ(感染症) ;日本人の貢献
馬原文彦と日本紅斑熱
日本内科学会雑誌91(10), 2891-94, 2002



トリアス

（eschar)
：ダニの刺した跡
・皮疹は四肢から
体幹に広がる

・保健所に連絡し、
行政検査：
（ペア血清の抗体
価、PCR法）を行う。



増減に注意 （徳島県での10年）

徳島県



♬春色の汽車に乗って、海へ連れて行ってよ

・阿南市
阿波福井～新野間
（JR四国 牟岐線）

2025年4月上旬

・特急むろと：廃止
（～2025年3月）
・2時間に1便
・1両、駅にトイレがない
・切符は車内で



耕作放棄地、休耕田が増加（美波町）

・高規格道路（日和佐道）

・田畑と山が近い



田植え馬原医院

しらさぎ



春から秋に増える （徳島県では）

徳島県HP



＜症例１＞ 71歳女性、農業

主訴：発熱、虫刺され
病歴：・変形性膝関節
症、脂質異常で通院。
X年10月、高熱で来院。
・ドライブスルーで、抗
原検査を行う（39.5℃）。
 COVID-19 (-)
 インフルエンザA、B
(ともに-)⇒診察室へ



びまん性紅斑

Abdomen Close up



刺し口（痂疲）

左膝窩 Close up



Physical, and Labo. data

・身長 160cm、体重 57kg 
BT 36.1 ℃, SpO2 98%
P 93bpm, 血圧 100/69mmHg
聴診：呼吸音は正常
・Hb 13.0g/dl, RBC 445万
WBC 4,000(neutrophil 72.9%)
Platelet 14.3万, CRP 9.77mg/dl
・GOT 33, GPT19, γGTP 40
Creat 1.04(eGFR 40), FDP 16μg/dl

・保健所へ、痂疲を送る（PCR陽性）



地域の保健所との連携

美波保健所（月・木）
所長（医師）は、阿南保健
所と兼任。保健師に連絡。



入院経過

ミノマイシン内服と、クラビット注を併用

BT

CRP 9.77                                        6.25                                       1.04mg/dl



届け出が必要

・美波保健所へ
・様式は、保健所や徳島県のHPか
らダウンロードできる
・ファックス送付
（個人情報保護に注意）



年齢、性 月 場所 発熱 刺し口 紅斑

84 F 2009年4月 木岐① ○ ○ ○

79 M 10年4月 田井② ○ △ △

69 F 10年4月 西の地③ ○ ○ ○

71 M 11年5月 西の地③ ○ △ 遅れて

61 Ｆ 11年6月 福井④ ○ ○ ○

87 F 12年5月 大戸⑤ ○ ○ ○

日本紅斑熱症例の発症月

○：陽性
△：後に判明

⑤

④

③②
①

毎年4月末から5月初めに発症する症例が多い。
 地点②と③は、尾根で接する。



SFTS

• 2011年、中国（China）で。2013年には、日本でも。

• 九州、四国、中国、近畿地方が主。

• 年間100人程度。

• 潜伏期間：6日から14日

• Dabie bandavirusによる（一本鎖のRNAウイルス）。

• ウイルス性出血熱で、致死率が25％を超える。

根本的な治療薬が開発されていない（アビガンが認可）。



6th Nikkei Asia Africa Conference on 
Communicable Diseases 2019

横浜、2019年8月

1) マラリア

2) 産官学の協働

3) マダニ感染症（SFTS）

・ファビピラビル（アビガン）

尾身茂 議長と⇒

・私の履歴書（日経新聞）

2025年3月に連載



<症例2> 22歳男性、虫体付着

• Y年3月下旬、他県から地
質調査で美波町へ。

• 17時半、宿で入浴し、ダニ
にかまれているのに気づく。

• 18時半、宿の方と来院。

体温：37.1℃、P77、

血圧 145/83mmHg

左膝



虫体を摘出

タカサゴキララマダニ、若虫

口器



Tick Twister®





チ
ラ
シ

➭https://www.pref.tokushima.lg.jp/ippannokata/kenko/kansensho/2014100100179/



馬原医院（阿南市）、アカリ医学研究所

★見学には、前もって連絡を（https://maharahospital.jp/）



ダニ感染症のセミナー (SADI、2023年9月)



2025年6月13～15日
竹田市（大分）



Take Home Messageｓ

1) 原因不明の皮疹を伴う発熱患者は、細菌・ウイルス感染症に
加え、リケッチア感染症も考える。

 治療の遅れが致命的になりうる。日本紅斑熱を疑ったら、検体
の採取・保存後、テトラサイクリンを投与する。

 西日本での4月下旬からの発熱患者には、マダニ感染症を鑑別
に入れる。

3) SFTSの根本的な治療はまだなく、疑われた場合は保健所に
相談の上、全身管理が可能な施設への入院を考える。

4) マダニ虫体がついた状態の患者さんは、Twisterで取り出す。
抗菌剤は使わず、体温を記録。有熱時再診を説明する。



参考文献、URL

1） 医療法人新心会 馬原医院 ⇒https://maharahospital.jp/

2) ダニと疾患のインターフェイスに関するセミナー（SADI ）

 ⇒http://www.sadi-web-site.com/

3) 本田壮一、馬原文彦、小原聡彦、藤田博己、藤本美幸、東博之：日本紅
斑熱の季節性発症の1例,SADIニュース、52, p107・108, 2012

4） 福井大学病院・感染制御部：リケッチア症診療の手引き～つつが虫病と
日本紅斑熱～（初版：2019年4月）

⇒https://www.hosp.u-fukui.ac.jp/wp/wp-content/uploads/r-
tebiki20190422.pdf

5） 国際感染症センター 国際感染症対策室：重症熱性血小板減少症候群
（SFTS）診療の手引き 改訂新版 2019

⇒https://dcc.ncgm.go.jp/information/pdf/SFTS_2019.pdf



麻疹、measles

• 非常に強い感染力（空気・飛沫・接触感染）潜伏期 10-12日

１）カタル期： 発熱（38℃）、鼻水、咳、くしゃみ、目やに、結膜充血

白色小斑点（頬粘膜）

２）発疹期：  解熱・再発熱（39-40℃)、発疹（耳の後ろ、首、顔、体幹、
上肢、下肢へ広がる）

３）回復期：解熱、発疹の退色（肺炎、

中耳炎、脳炎の合併）

・5類感染症

・徳島でも、6年ぶりに小児に発症

コプリック斑（Wikipedia）



ウェブ講座

・ホームページから申し
込みを（月例）
・入会すると、
アーカイブを視聴できる。



四国と北海道

八木田一雄 院長ら（松前病院） #JPCA2025
2024年11月8日（金曜） 6.20～22、木佐健吾 先生



6月に
お会いしましょう

・4月の大阪は、内科・関西万博

・6月の京都で、
地域包括ケアを学ぶ

了

済
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